失敗の沈
レビ記 20:10-21
レビ記20章は、特定の性的な罪に対して死刑を明確に命じています。しかし旧約聖書を読み進めていくと、そのような刑罰が実行された例を、ほとんど、あるいはまったく見ません。この沈黙は、自然な疑問を生じさせます。イスラエルは従ったのに、聖書はそれを記録する必要がないと考えたのでしょうか。それとも、イスラエルはそもそも、このような責任を問われる段階に達することがなかったのでしょうか。
その沈黙は、二つ目の答えを指し示しています。
レビ記20章が果たしていた役割
レビ記20章は、イスラエルが実際にどのようであったかではなく、そうあるべき姿を描写していました。
神は、イスラエルが御前で真に聖なる国民として生きるなら、その生活がどのようなものになるかを定めておられました。これらの律法は、次のことを定めました：
· 神の道徳的境界線
· 性的な罪の重大さ
· そのような罪が契約と土地にもたらした危険
この章は、イスラエルの通常の実践の記録ではなく、聖さの基準を定めています。
歴史書が沈黙している理由
レビ記を越えてヨシュア記、士師記、列王記へ進むと、あるパターンが明らかになります。イスラエルは、律法の中でも最も明白な戒めにさえ従うことに苦闘しました。
· 偶像礼拝は残った。
· 高き所は残った。
· 外国の慣行が広まった。
イスラエルが偶像――公然とした、明白な違反――を取り除くことに失敗したのであれば、証人と勇気、そして一致した指導力を必要とする、私的な性的罪を一貫して調査し、訴追していたと考えるのは非現実的です。
沈黙は成功ではありません。それは日常的に行われていたため、記録されないまま残された失敗です。
能力のない律法
レビ記20章の律法を執行するには、忠実な裁判官、道徳的な勇気、そして聖さに献身する民が必要でした。イスラエルが三つすべてを同時に備えていたことは、ほとんどありませんでした。
律法は堅固に立っていましたが、人々にはそれを維持する霊的成熟が欠けていました。その結果、律法は一貫して施行される規範というよりも、道徳的な証しとして機能しました。
預言者たちが明らかにすること
預言者たちは、いかなる疑いも取り除きます。彼らは繰り返し性的な不道徳を非難し、イスラエルが神の律法を無視していると告発します――それに静かに従っていないということではありません。
裁き、捕囚、そして国家の崩壊は、忠実に守られた戒めの結果ではなく、なおざりにされた戒めの結果として説明されています。
問題は、律法が不明確だったことでは決してありません。問題は、従おうとしない心でした。
沈黙が本当に意味すること
記録された処刑がないということは、神がご自身の基準を変えられたという意味ではありません。それは、イスラエルがその基準に従って生きることができなかったという意味です。
レビ記20章は、旧約聖書全体、そしてそれ以後にも通じる痛ましい真実を明らかにしています：
· 聖なる律法は聖なる人々を生み出さない
· 外的な罰では内なる反逆を正すことができない
· 神の基準は、従順を生み出す前に、しばしば人間の無力さを明らかにする
この沈黙は偶然ではありません。それは失敗の沈黙であり、律法だけではない、より深い解決の必要性を読者に備えさせます。
なぜこれが重要なのか
現代の読者は、厳格な律法が自動的に道徳的な社会を生み出すと考えがちです。レビ記20章は、その前提に異議を唱えます。神の律法は聖さに何が求められるかを明らかにしますが、同時に、変えられた心を伴わない律法の限界も露呈させます。イスラエルが経験した失敗は、今日の信者たちに、明確な基準を実際の従順と混同せず、外面的な抑制を内面的な忠実さと取り違えないよう警告しています。
